
令和６年度  清原南小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
人間尊重を基盤に，知・徳・体の調和のとれたたくましい児童の育成を目指し，日本の伝統や文化を大切にし，平和な国家の 

形成者として，２１世紀を担う心身ともに健康で心豊かな子供を育成する。 
たくましい子    元気に運動し，健康でたくましい心と体をつくる。 
思いやりのある子  ルールやマナーを守り，協力して生活する。 
よく学ぶ子     基礎・基本を身に付け，進んで学習する。 

 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

恵まれた自然環境と，１４８年の長い歴史と伝統を有する本校に勤務することに誇りと責任をもち，子供への愛と同僚との和 

をもって児童・保護者・地域の方々と共に歩み，自らの資質・能力を高めるとともに自己変革に努め，教育目標達成のために全

力を尽くす。 

 また，先人に感謝しつつ，母校への誇りと自己の尊厳を高めるような教育活動を展開し，持続可能な社会の創り手となる子供 

たちが｢未来を生き抜く人間力｣を身に付けるため，知・徳・体のバランスのとれた力の育成に取り組む。そのために，児童・教 

職員・保護者・地域が連携し，多様な活動を通して地域に開かれた信頼される学校づくりを推進する。 
 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1) 地域に開かれた地域とともにある学校づくりの推進 

(2)〇成長し続ける基盤となる知・徳・体のバランスのとれた力の育成 

(3)〇新しい時代を生きるために必要な資質・能力の育成 

(4) 児童の様々な状況に対応した指導・支援の充実 

(5) 学び続ける教職員としての資質・能力とチーム力の向上 

(6) 業務の効率化と勤務時間を意識した働き方改革の推進 

 

 

 

 
 
４ 教育課程編成の方針 

(1) 日本国憲法，教育基本法，学校教育法，同施行規則，新小学校学習指導要領等の法令並びに栃木県教育委員会の方針｢とち

ぎ教育振興ビジョン｣，宇都宮市教育委員会の｢第２次宇都宮市学校教育推進計画｣｢第２次宇都宮市学校教育スタンダード｣｢令

和６年度指導の重点｣を踏まえて，公教育の立場を堅持し本校の教育目標達成のため，調和と統一ある教育課程を編成する。 

(2) 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校の教育目標を踏まえた教科等横断的な視点で，その目標の達成に必要な教 

育の内容を組織的に配列して，それぞれが充実した調和と統一ある教育課程を編成する。 

(3) ｢うつのみや学校マネジメントシステム｣の結果を受け，本年度の学校教育目標・学校経営の方針を踏まえて，実態に応じた

指導が計画的に行われるようにし，PDCA サイクルを確立して改善を図る。 

(4) ｢地域とともにある学校づくり｣を推進するため，地域協議会との連携により，地域の特性や願いを基に児童に必要な資質・

能力を明確にし，地域の人的・物的資源を活用して，社会に開かれた教育課程を編成する。 
 
５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

(1)学校経営 

・教職員の人権意識の高揚を図り，同僚並びに児童の人権を尊重した職場づくり 

・積極的な授業公開，課題解決の糸口を考えた効果的な取組の共有，教職員としての資質・能力向上，学び合う

教師集団の育成 

・デジタル機器の活用，対話を基にした OJT と協働体制の推進，業務改善委員会による改善案の取組並びに地域

協議会と連携した外部人材の活用による業務の効率化 

(2)学習指導 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進  

・授業改善の推進及び「宇都宮モデル（はっきり，じっくり，すっきり）」における各過程の指導の充実 

・特別支援教育の視点を取り入れた課題提示や学習展開の工夫，根拠を基にした考えを安心して伝え合い，深め

 [清原地域学校園教育ビジョン］ 

自己を見つめ，自己のよさを生かした夢の実現に向けて，主体的に取り組む児童生徒の育成 2nd stage 

                ～人との豊かなかかわりを通して～ 



たり広げたりできる教師のコーディネート力の向上 

・現代的な諸課題（SDGｓ，人権教育等）に対応していく資質・能力を育成するため教科横断的な学習の充実 

(3)児童指導 

・いじめ・不登校対策の充実を図るため，居がいのある学級づくり，規範意識の醸成，教育相談の充実，課題の

早期発見・早期対応への組織的取組の実施 

・児童の活躍の場と自らの成長を振り返る場の設定，一人一人のよさや努力を励ます指導による自己有用感や自

己肯定感の育成 

・児童の発想を活かした行事運営や異学年交流活動の推進，自主性や主体性の育成，リーダーシップ及びフォロ

ワーシップの醸成 

(4)健康（体力・保健・食育・安全） 

・運動量を確保した授業や児童の体力に応じた補強運動，業間遊び，教育活動全体を通して運動の機会を創出し

た体力向上の推進 

・自己の健康課題を把握し，生活習慣の改善や健康の保持増進に努めることができるよう，家庭と連携した健康

管理能力の育成 

 
６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考える等，主体

的に学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

友達と話し合ったり，必要な

情報を集めたりしながらじっ

くり考え，進んで学習に取り

組んでいる。」 

児童肯定的回答 85％以上 

・1人 1台端末を積極的に活用し，個

別最適な学びと協働的な学びを一体

的に充実させられるように努める。 

・学習課題や解決への見通しをはっ

きりさせるめあてを提示し，児童が主

体的に学習に取り組める授業を実践

する。 

・話合いの時間を確保する他に，学習

形態の工夫をすることで，協働的に課

題解決に取り組めるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童の肯定的回答 89.5%であり，目標

を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・1人 1台端末を効果的に活用し，個別

最適な学びと協働的な学びを一体的に

充実させられるように努める。  

・「宇都宮モデル」をもとに，学習課題

や解決への見通しをはっきり提示し，児

童が主体的に学習に取り組める授業を

実践する。  

・話合いの時間を確保する他に，学習形

態の工夫をすることで，協働的に課題解

決に取り組めるようにする。 

・振り返りの場では，「きよなん de ふり

返りカード」を使うことで，自分の成長

を実感できるようにする。 
１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

誰に対しても，思いやりの心

をもって優しく接している。」 

児童肯定的回答 85％以上 

・道徳的価値を自分との関わりの中

から捉えられるような道徳の授業を

実践し，生命を尊重する心や人を思い

やる心の涵養を図る。また，「ふわふわ

言葉，ちくちく言葉」を考え，相手目

線に立った言葉遣いができるように

指導し，円滑な人間関係の構築を図

る。 

・人権週間の心ぽかぽか運動で，各ク

ラスからメッセージカードを集めて，

各クラスに掲示することで，児童の自

己有用感や肯定感を高められるよう

にする。 

・児童同士の呼び方について，さんを

つけて呼ぶよう通年で指導する。 

・読み聞かせボランティアだけでな

く，教職員による読み聞かせも行い，

本とのふれあいをさらに充実させる。

併せて，読書啓発活動やファミリー読

書を推進し，豊かな心を育む。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 91.4%であり，目標

を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・道徳的価値を自分との関わりの中か

ら捉えられるような道徳の授業を実践

し，生命を尊重する心や人を思いやる心

の涵養を図る。 
・「ふわふわ言葉，ちくちく言葉」「さん

づけでの呼び方」等，相手の気持ちを考

えた言葉遣いができるように継続して

指導し，円滑な人間関係の構築を図る。 
・人権週間では，各学級のメッセージカ

ードを１階ホールに掲示し，児童の自己

有用感や肯定感を高める。 
・ボランティアだけでなく，教職員によ

る読み聞かせも行い，本とのふれあいを

さらに充実させるとともに，読書啓発活

動やファミリー読書を推進し，豊かな心

を育む。 



Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，夢

や目標に向かってあきらめず

に，粘り強く取り組んでい

る。」 

児童肯定的回答 80％以上 

・本時のめあてを明示し，課題に対し

て見通しをもたせ，解決に向けて粘り

強く取り組むことができる授業を展

開できるよう工夫する。 

・発達段階に合った振り返りカード

を利用し，授業で振り返りの時間を設

けることで自主性を育みながら目標

達成に向けて取り組み，成就感が味わ

えるようにする。 

・各種集会や帰りの会等で互いのよ

さや努力を認め，称賛できる機会を積

極的に設け，児童の自己肯定感を高め

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 88.1%であり，目標

を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・本時のめあてを明示し，課題に対して

見通しをもたせ，解決に向けて粘り強く

取り組むことができる授業を展開する。 
・授業での振り返りの際「きよなん de
ふり返りカード」を活用し，自分の成長

や頑張りを実感できるようにする。 
・各種集会や帰りの会等で互いのよさ 
や努力を認め，称賛できる機会を積極的

に設け，児童の自己肯定感を高める。 
１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に 

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

健康や安全に気を付けて生活

をしている。」 

児童肯定的回答 90％以上 

・感染症対策への取組を継続しなが

ら，教育活動に取り組む。 

・自分の身は自分で守る意識を高め，

適切な判断力と行動力を身に付ける

ため，交通安全・生活安全・災害安全

について，避難訓練や交通安全教室等

を計画的に実施する。 

・登下校については，一斉下校時の時

間を活用して，交通ルールや安全な登

校の確認を行う。 

・各学年で決めた生活目標と関連を

図りながら学校の決まりや安全な過

ごし方を定期的に確認し振り返る場

を設け，けがのない安全な生活につい

ての意識付けを図る。 

・家庭と連携を図り，バランスのとれ

た食事や望ましい食生活の醸成を図

る。 

・おにぎりの日やお弁当の日を実施

する。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 90.8%であり，目標

を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・自分の身は自分で守る意識を高め，適

切な判断力と行動力を身に付けるため，

避難訓練や交通安全教室等を計画的に

実施する。 
・登下校については，一斉下校時の時間

を活用して，交通ルールや安全な登下校

の仕方の確認を行う。 
・各学年で決めた生活目標と関連を図

りながら，学校の決まりや安全な過ごし

方を定期的に確認する場を設け，けがの

ない安全な生活への意識付けを図る。 
・家庭と連携を図りながら，バランスの

とれた食事や望ましい食生活の醸成を

図る。 

１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

自分のよさや考えを生かした

り，周りと協力したりして生

活をよりよくしようとしてい

る。」 

児童肯定的回答 80％以上 

・全職員でキャリア・パスポートの考

え方について共通理解を図り，同一歩

調で取り組むことを通して，学習の様

子や活動の振り返りを積み重ね，自己

理解を深めたり，将来の夢や希望を描

いたり，実現に向けて努力したりする

態度を育成していく。 

・「私の夢」は継続して掲示し，お互い

に励まし合える環境を醸成する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 89.2%であり，目標

を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・キャリア・パスポートの考え方につい

て全職員で共通理解を図り，同一歩調で

取り組み，学習の様子や活動の振り返り

を積み重ねて自己理解を深めたり，将来

の夢や希望を描いたり，実現に向けて努

力したりする態度を育成する。 

・「私の夢」は継続して掲示し，児童同

士がお互いに認め，励まし合える環境を

醸成する。 

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

外国語活動の授業やＡＥＴと

の交流の際に，英語を使って

コミュニケーションしてい

る。」 

児童肯定的回答 90％以上 

・積極的なＡＬＴの活用を進め，児童

の生きた英語に触れる機会を充実さ

せるとともに，１人 1台端末を活用し

ながら，英語によるやり取りを中心と

した活動を工夫することで，英語に慣

れ親しみ，進んで英語を使おうとする

態度を養う。 

・中学年のローマ字学習や高学年の

外国語で，簡単な語句や基本的な表現

を書く活動を積極的に取り入れ，英語

を使って表現しようとする意欲を高

める 

Ａ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 79.5%であり，目標

を達成することができなかった。 

【次年度の方針】 

・積極的にＡＬＴや 1 人 1 台端末を活

用し，児童の生きた英語に触れる機会を

充実させる。 

・英語によるやり取りを中心とした活

動を工夫し，できたことを認め，自信を

もたせるとともに，英語に慣れ親しみ，

進んで英語を使おうとする態度を養う。  

・簡単な語句や基本的な表現を書く活

動を積極的に取り入れ，英語を使って表

現しようとする意欲を高める。 



Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，宇

都宮の良さを知っている。」 

児童肯定的回答 80％以上 

・生活科や社会科，総合的な学習の時

間の「宇都宮学」，道徳の地域教材を通

して宇都宮のよさへの理解を深め，郷

土への愛情と誇りの醸成に努める。 

・各教科・領域において地域の教育資

源や資料等を活用し，今後も積極的に

地域と連携して活動ができるように

していく。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 84.9%であり，目標

を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・生活科や社会科，総合的な学習の時間

の「宇都宮学」，道徳の地域教材を通し

て宇都宮のよさへの理解を深め，郷土へ

の愛情と誇りの醸成に努める。 

・各教科・領域において地域の教育資源

や資料等を活用し，今後も積極的に地域

と連携して活動を継続する。 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

デジタル機器や図書等を学習

に活用している。」 

児童肯定的回答 85％以上 

保護者肯定的回答 75％以上 

・教職員が ICT機器を効果的に活用で

きるよう，校内研修等を充実させるこ

とと，児童が ICT 機器に適切に活用で

きるような授業改善に，引き続き取り

組む。 

・学校図書館司書業務との連携を密

に取りながら，計画的な学校図書館の

活用と図書資料の充実を図る。 

・児童が情報化社会に主体的に参画

できるように，デジタルシティズンシ

ップ教育を意識した指導に努めてい

く。 

・1人 1台端末や学校図書館を活用し

た学習の様子や，活動している様子

を，各種たよりやＨＰで積極的に発信

し，啓発を図る。 

Ａ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は 82.2%，保護者の

肯定的回答は 84.9%であり，児童は目標

を達成することができなかった。 

【次年度の方針】 

・児童がICT機器や図書資料を適切に活

用できるような授業改善に，引き続き取

り組む。 

・学校図書館司書業務との連携を密に

取りながら，計画的な学校図書館の活用

と図書資料の充実を図ったり，図書館司

書と授業を実施したりする。  

・児童が情報化社会に主体的に参画で

きるように，デジタルシティズンシップ

教育を意識した指導に努めていく。 

・１人１台端末や学校図書館を活用し

た学習の様子や活動している様子を，各

種たよりやＨＰで積極的に発信し，啓発

を図る。 
２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

『持続可能な社会』について，

関心をもっている。」 

児童肯定的回答 80％以上 

・命やものを大切にする意識を育み

児童の「持続可能な社会」への実践力

を養えるよう，各教科・領域の年間指

導計画に確実に位置付ける。 

・各委員会活動の取組や各学級での

一般ごみや給食の際に出るごみの分

別等，児童の実体験と結び付けた活動

を行うことで，「持続可能な社会」に

参画しようとする態度を養う。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答 89.5%であり，目標

を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・命やものを大切にする意識を育み，児

童の「持続可能な社会」への実践力を養

えるよう，各教科・領域の年間指導計画

に確実に位置付ける。  

・各委員会活動の取組や各学級でのご

みの分別等，児童の実体験と結び付けた

活動を行うことで，「持続可能な社会」

に参画しようとする態度を養う。 

・ＳＤＧｓ17 の目標の達成に対する意

識の改革を図っていけるような活動に

積極的に取り組む。 
３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員は，

特別な支援を必要とする児童

の実態に応じて，適切な支援

をしている。」 

教職員肯定的回答 95％以上 

・児童指導主任や特別支援コーディ

ネーターを中心に組織的な支援を継

続していく。 
・学年内で日常的に児童指導面での

情報を共有し，児童理解を深める。 

・児童の記録やＱ－Ｕアンケート，ケ

ース会議の内容等を活用し，個別最適

な学びが実現できるよう教材研究を

行うことで，分かりやすい授業を展開

する。 

・個別の指導計画を作成し，それに基

づいた指導を継続的に行う。 

・外部の関係機関と連携して支援を

継続する。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答は 96.6%であり，

目標を達成できた。 

【次年度の方針】 

・児童指導主任や特別支援コーディネ

ーターを中心に組織的な支援を継続す

る。 
・日頃から学年内で児童指導面での情

報を共有し，児童理解を深める。 

・児童の記録やＱ－Ｕアンケート，ケー

ス会議の内容等を活用し，個別最適な学

びが実現できるよう教材研究を行うこ

とで，分かりやすい授業を展開する。 

・個別の指導計画を作成し，それに基づ

いた指導を継続的に行う。 

・外部の関係機関と連携し，よりよい支

援を継続する。 



３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「先生方は，

いじめが許されないことを熱

心に指導してくれる」 

児童肯定的回答 90％以上 

・「清原南小いじめ防止基本方針」に

基づいていじめ防止のための組織的・

計画的な取組を推進する。 

・定期的に位置付けられたいじめア

ンケートや教育相談を実施し，組織的

にいじめの早期発見・早期対応に努め

る。 

・児童会主催による「いじめゼロ集

会」やいじめゼロ宣言，関連する道徳

の授業の実践等を通して，学校のいじ

め未然防止の取組を積極的に発信し，

保護者の理解が得られるようにして

いく。 

Ａ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は 97.0%であり，目

標を達成できた。 

【次年度の方針】 

・「清原南小いじめ防止基本方針」に基

づいていじめ防止のための組織的・計画

的な取組を推進する。 

・定期的に位置付けられたいじめアン

ケートや教育相談の実施，休み時間の見

守りを行い，組織的にいじめの早期発

見・早期対応に努める。 

・児童会主催による「いじめゼロ集会」

やいじめゼロ宣言，関連する道徳の授業

の実践等を通して，学校のいじめ未然防

止の取組を積極的に発信し，保護者の理

解と協力が得られるようにする。 

Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員は，

不登校を生まないよう，一人

一人の児童を大切にし，児童

がともに認め励まし合う学級

経営を行っている。」 

教職員肯定的回答 90％以上 

・教育活動全体を通して，児童の自己

肯定感を高める場を積極的に設定す

る。 

・Ｑ－Ｕを生かした学級集団の実態

把握と分析を行うとともに，教育相談

の結果を生かした学級経営を行う。 

・外部機関との連携やスクールカウ

ンセラー等を活用しながら児童理解

に努めるとともに，保護者と情報を共

有し，共に支援していく関係を構築し

ていく。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答は 100.0%であ

り，目標を達成できた。 

【次年度の方針】 

・教育活動全体を通して，児童の自己肯

定感を高める場を積極的に設定する。 

・Ｑ－Ｕを生かした学級集団の実態把

握と分析を行うとともに，教育相談の結

果を生かした学級経営を行う。 

・外部機関との連携やスクールカウン

セラー等を活用しながら児童理解に努

めるとともに，保護者と情報を共有し，

共に支援していく関係を構築する。 

３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童の悩

みに寄り添い，相談に乗った

り問題を解決しようとしたり

して児童が楽しく学校生活を

送れるようにしている。」 

児童肯定的回答 90％以上 

保護者肯定的回答 85％以上 

 ・引き続き行事等の反省を生かし，児

童主体の活動が推進できるよう改善

を図り計画を見直すことにより，児童

がいきいきと活動できる工夫をする。 
・教育相談や日常の個別指導等を継

続して行い，よりよい人間関係の構築

に努める。 
・自己の成長や達成感が感じられる

ように，活動のめあての確認や振り返

りを通して，自己の成長を自覚できる

ようにし，児童の意欲向上に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は 95.7%，保護者肯

定的回答は 87.0%であり，目標を達成す

ることができた。 

【次年度の方針】 

 ・行事等の反省を生かし，児童主体の活

動が推進できるよう計画を見直し，改善

を図ることにより，児童がいきいきと活

動できる工夫をする。 
・教育相談や日常の個別指導等を行い，

よりよい人間関係の構築に努める。 
・自己の成長や達成感が感じられるよ

うに，活動のめあての確認や振り返りを

通して，自己の成長を自覚し，児童の意

欲向上に努める。 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「先生方の

授業は分かりやすく，一人一

人に丁寧に教えてくれる。」

「教職員は，一人一人が理解

できるように教材を工夫する

等きめ細かな指導をしてい

る。」 

児童肯定的回答 90％以上 

保護者肯定的回答 80％以上 

・１人 1台端末等の ICT機器の効果的

な活用や積極的な授業公開，校内研修

を通じ，授業改善や教員の資質・能力

の向上を図り，「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を一体的に充実させ

た授業の展開に努める。 

・本時のめあてを明示し，課題に対し

て見通しをもたせ，解決に向けて粘り

強く取り組んだり，学習の終末に振り

返りを行うことで，自己の学習状況を

振り返って自分の成長を実感させた

りしながら，次時への学習意欲の向上

を図る。 

・児童の学習の様子や活動の様子を，

各種たよりや学校 HP で積極的に発信

し，啓発を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は 97.0%，保護者の

肯定的回答は 86.8%と，目標を達成する

ことができた。 

【次年度の方針】 

・1人 1台端末等の ICT 機器の効果的な

活用や積極的な授業公開，校内研修を通

じ，授業改善や教員の資質・能力の向上

を図り，「個別最適な学び」と「協働的

な学び」を一体的に充実させた授業の展

開に努める。  

・「宇都宮モデル」をもとに，課題に対

して見通しをもたせ，解決に向けて粘り

強く取り組み，学習の終末に振り返りを

行うことで，自己の学習状況を振り返っ

て自分の成長を実感させるとともに， 

次時への学習意欲の向上を図る。  

・児童の学習の様子や活動の様子を，各

種たよりや学校ＨＰで積極的に発信し，

啓発を図る。 



４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校に関

わる職員全員がチームとな

り，協力して業務に取り組ん

でいる。」 

教職員肯定的回答 90％以上 

・全職員が学校経営方針や学校課題

を理解し，それぞれの役割を果たしな

がら協働的に取り組んだり，ベテラン

から若手への教育技術を継承したり

することを通して教育目標の達成を

目指す。 

・・教育活動全体を通して職員同士が積

極的に関わることで同僚性を発揮し，

互いの持ち味が活かせる｢チーム学

校｣を構築する。 

・報告・連絡・相談を徹底するととも

に，学年主任会や学年会で連携を図り

ながら学校全体で情報を共有し，組織

的に対応に当たる。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答は 93.1%であり，

目標を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・全職員が学校経営方針や学校課題を

理解し，それぞれの役割を果たしながら

協働的に取り組んだり，ベテランから若

手への教育技術を継承したりすること

を通して教育目標の達成を目指す。 

・・教育活動全体を通して積極的に関わる

ことで同僚性を発揮し，互いの持ち味が

活かせる｢チーム学校｣を構築する。 

・報告・連絡・相談を徹底し，学年主任

会や学年会で連携を図り学校全体で情

報を共有し，状況に応じた迅速な対応を

組織的に実施する。 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，教

職員の勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組んでい

る。」 

教職員肯定的回答 80％以上 

・リフレッシュデーを月 2回設定し，

教職員一人一人が勤務時間を意識し，

業務の効率化に努めるとともに，休暇

等を取得しやすい勤務状況を構築す

る。 

・校務分掌や学年・学校単位の組織

で，業務の精選を行うとともに，ミラ

イムや学習情報システム等のネット

ワークソフトウェアを活用し，業務の

軽減や効率化を図る。 

・金曜日課や臨時日課等，日課表等を

工夫して，事務処理や教材研究等の時

間を確保する。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答は 89.7%であり，

目標を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・リフレッシュデーを月 2回設定し，教

職員一人一人が勤務時間を意識し，業務

の効率化に努める。 

・校務分掌や学年・学校単位の組織で，

業務の精選を行うとともに，ミライムや

学習情報システム等のネットワークソ

フトウェアを活用し，業務の軽減や効率

化を図る。 

・金曜日課や臨時日課等，日課表等を工

夫して，事務処理や教材研究等の時間を

確保する。 

５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校は，

小学生や中学生が交流する活

動を行っている。」「学校は，

「小中一貫・地域学校園」の

取組を行っている。」 

児童肯定的回答 80％以上 

教職員肯定的回答 90％以上 

 

・清原地域学校園教育ビジョンに基

づき，人との豊かな関わりを通して自

らを見つめ直し，主体的に取り組む児

童生徒の育成を重点として小中一貫

教育を実践する。 

・各校の効率的な学校運営を支援す

るため，学校一人配置職員の連携を密

にし，協働体制を継続していく。 

・学校園の研修や情報交換等を通し

て，清原地域学校園としての基礎学力

の向上や基本的生活習慣の向上を図

るとともに，実践の様子をＨＰや各種

たよりで発信，周知に努める。 

・地域学校園の各部会の進捗状況に

ついて情報交換をする機会をもつ。 

Ｂ

Ｂ

【達成状況】 

児童の肯定的回答は 93.4%,教職員の

肯定的回答は 100.0%であり，目標を達

成することができた。 

【次年度の方針】 

〇清原地域学校園教育ビジョンに基づ

き，人との豊かな関わりを通して自らを

見つめ直し，主体的に取り組む児童生徒

の育成を重点として小中一貫教育を実

践する。 

〇効率的な学校運営を支援するため，学

校園内の学校一人配置職員の連携を密

にし，協働体制を継続していく。 

〇学校園の研修や情報交換等を通して，

清原地域学校園としての基礎学力の向

上や基本的生活習慣の向上を図るとと

もに，実践の様子をＨＰや各種たよりで

発信，周知に努める。 

〇地域学校園の各部会の進捗状況につ

いて情報交換をする機会をもつ。 
５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

・地域協議会や学校支援ボランティ

アを中心に地域と学校が目標を共有

し，一体となって教育活動や環境整備
Ｂ 

【達成状況】 

地域の肯定的回答は 95.2%であり，目

標を達成することができた。 



５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

実を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校は，

家庭・地域・企業等と連携・

協力して，教育活動や学校運

営の充実を図っている。」 

地域肯定的回答 85％以上 

の充実を図る。 
・地域や企業との関わりを保ち，取組

内容や方法を工夫しながら実践する

とともに，その活動の様子を学校 HP
や各種たよりで発信し，保護者・地域

の学校教育への理解と協力を得られ

るようにする。 
・地域クリーン作戦や感謝の会，見守

り立哨指導等の実施や学習ボランテ

ィアの活用により，児童の望ましい成

長を図る。 

【次年度の方針】 

・学校運営協議会を中心に地域と学校

が目標を共有し，一体となって教育活動

や環境整備の充実を図る。 
・地域や企業と連携した活動は，デジタ

ル機器を効率的に活用して取り組む等，

内容や方法を工夫しながら実践し，その

様子を学校ＨＰ等で発信することによ

り，保護者・地域の学校教育への理解と

協力を得られるようにする。 
・地域クリーン作戦や感謝の会，見守り

立哨指導の実施や学習ボランティアの

活用により，児童の望ましい成長を図

る。 

６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校は，

利用する人の安全に配慮した

環境づくりに努めている。」 

教職員肯定的回答 95％以上 

保護者肯定的回答 85％以上 

・月に一度の全教職員による安全点

検並びに教職員の巡視の機会等を利

用した日常的点検を充実させ，危険個

所の迅速な対応に努める。 

・危機管理マニュアルを全体で確認

し，避難訓練や引渡し訓練等を通して

不測の事態への対応に備える。また，

児童自らが危険を予測し回避する等，

命を守るための行動力を育成する。 Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答率は 100.0%，保

護者の肯定的回答率は 94.2%であり，目

標を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・日常的点検や月に一度の全教職員に

よる安全点検を十分に行い，危険個所の

発見と迅速な対応に努める。 

・危機管理マニュアルを全体で確認し，

避難訓練や引渡し訓練等を通して不測

の事態への対応に備える。また，児童自

らが危険を予測し回避する等，命を守る

ための行動力を育成する。 

・さくら連絡網，保健だより等を活用し

て，家庭と連携し感染症対策に引き続き

取り組む。 
 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータ等のデジ

タル機器やネットワーク

の点から，授業（授業準

備も含む）を行うための

準備ができている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，授

業や業務の改善にデジタルを

積極的に活用している。」 

教職員肯定的回答 85％以上 

 

・教職員が，授業で効果的にデジタル

機器を活用できるよう，ICT 支援員と

連携して普段の学習指導を行うとと

もに，教職員の技能向上を図る。 

・授業等で児童がデジタル機器に慣

れ親しみ，デジタルシチズンシップへ

の理解を深め，有効に活用できる方法

について研修の場を設ける。 

・プログラミング教材を活用し，ICT

支援員と協力を図りながら，プログラ

ミング教育の実践をする。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答は 96.6%であり，

目標を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・教職員が，授業で効果的にデジタル機

器を活用できるよう，ICT 支援員と連携

して普段の学習指導を行うとともに，教

職員の技能向上を図る。 

・授業等で児童がデジタル機器に慣れ

親しみ，有効に活用できる方法について

情報交換を行い，実践化を図る。 

・プログラミング教材を活用し，ICT 支

援員と協力を図りながら，プログラミン

グ教育の実践をする。 

小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

時と場に応じたあいさつをし

ている。」 

児童肯定的回答 90％以上 

地域肯定的回答 85％以上 

・児童会が主体となり，全校児童で

「あいさつ運動」を継続して実施す

る。 
・発達段階に応じた挨拶の意義や効

果について指導を行い，自発的な挨拶

の啓発に努める。 
 

 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童の肯定的回答は 91.9%，地域の肯

定的回答は 95.2%であり，目標を達成す

ることができた。 

【次年度の方針】 

・全児童でのあいさつ運動を継続して

実施する。 
・教職員から積極的に挨拶をして，挨拶

の模範を示すようにする。 
・発達段階に応じた挨拶の意義や効果

について指導を行い，啓発に努める。 
・学校内だけでなく，地域の方々に挨拶

ができるような指導を積み重ねていく。 



Ｂ２ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活

をしている。 
 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

きまりやマナーを守って，生

活をしている。」 

児童肯定的回答 85％以上 

・今年度同様，「清原地域学校園の方

針・約束・一日」を基に，日常の指導

の充実を図っていく。 
・児童の実態に基づいて設定した「生

活目標」の下，全職員の共通理解によ

り同様の指導を行うことで，児童の基

本的な生活習慣の確立を図る。 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は 92.5%であり，目

標を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・「清原地域学校園の方針・約束・一日」

を基に，日常の指導の充実を図る。 
・児童の実態に基づいて設定した「生活

目標」を全職員で共通理解し，同様の指

導を行うことで，児童の基本的な生活習

慣の確立を図る。 

本 校 の

特色・課

題等 

Ｂ３ 児童は，家庭学習の習慣

を身に付けている。 

 

【数値目標】 

全体アンケート「私は，宿題

や自主学習をすることが習慣

化されている。」 

「自分の子供は，宿題や自主

学習をすることが習慣化され

ている。」 

児童・保護者肯定的回答 

80％以上 

・授業参観や個人懇談等の機会に，

｢清原っ子家庭学習の約束｣を話題に

し，引き続き保護者と情報を共有し，

協力を得ながら家庭学習の啓発を図

る。 

・発達段階に応じて自主学習のやり

方を教えたり，よい取組を広めたりす

る等，児童のよさや努力を認めて称賛

する機会を積極的に設ける。 
・家庭学習がんばり週間を実施し，家

庭と連携を取りながら，家庭学習への

意欲付けや習慣化を図る。 
・１人１台端末やＡＩドリルを活用

し，個に応じた基礎的な知識及び技能

の定着を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は 81.7%，保護者の

肯定的回答は 78.1%と，保護者は目標を

達成できなかった。 

【次年度の方針】 

・授業参観や個人懇談等の機会に， ｢清

原っ子家庭学習の約束｣を話題にし， 引

き続き保護者と情報を共有し，協力を 

得ながら家庭学習の啓発を図る。  

・発達段階に応じて自主学習のやり方 

を教えたり，よい取組を広めたりする 

等，児童のよさや努力を認めて称賛する 

機会を積極的に設ける。  

・家庭学習がんばり週間を実施し，家庭 

と連携を取りながら，家庭学習への意欲 

付けや習慣化を図る。  

・１人１台端末やＡＩドリルを活用し， 

個に応じた基礎的な知識及び技能の定 

着を図る。 

Ｂ４ 児童は，進んで運動する

習慣を身に付けている。 

 

【数値指標】 

全体アンケートの「私は，休

み時間や放課後等に進んで運

動している。」 

児童肯定的回答 80%以上 

・毎週月曜日は，業間に外へ出て運動

し，体を動かすことの楽しさを感じら

れるようにする。 

・「とち木っ子体力雷ジング広場」を

活用して，楽しみながらさまざまな運

動遊びにチャレンジできるようにす

る。 

・デジタル機器を活用し，模範的な動

きを児童に示すことで分かる授業を

展開するとともに，運動への意欲付け

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は 81.1%であり，目

標を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・毎週月曜日の業間を，パワーアップタ

イムとし，全校児童に外遊びを奨励する

ことで，体を動かすことの楽しさを感じ

られる機会にする。 

・児童会活動で，児童が主体的に運動に

関するイベントを企画することで，様々

な運動にチャレンジできるようにする。 

・デジタル機器を活用し，模範的な動き

を児童に示すことで分かる授業を展開

するとともに，運動への意欲付けを図

る。 

Ｂ５ 教師の授業力を高める

ため，互いに授業を公開

し，教師としての資質・

能力の向上に努めてい

る。 

 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員は，

校内研修を通して学び合い，

自らの指導に生かしている。」 

教職員肯定的回答 90％以上 

・今年度の学校課題「算数科における

指導と評価の一体化－生き生きと活

動する児童の姿を目指して－」での校

内研修や授業研究で得た成果を基に，

見通しを持って単元計画を作成し，児

童の様子を見取りながら授業改善に

努めることで日々の実践に生かして

いく。 

・ブロックや学年内における話合い

の場を多くもつことで OJT を活性化

し，互いを高め合える学校風土を醸成

していく。 

・次年度も継続して，地域学校園と適

切に連携を図り研修を推進していく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員の肯定的回答は 100.0%と，目

標を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・学校課題「算数科における指導と評価

の一体化－生き生きと活動する児童の

姿を目指して－」での校内研修や授業研

究で得た成果を基に，次年度も，指導と

評価を一体化させた授業作りを行う。  

・ブロックや学年内における話合いの

場を多くもつことで同僚性を高めたり，

OJT を活性化させたりして，互いを高め

合える学校風土を醸成していく。  

・今後も継続して，地域学校園と適切に

連携を図り研修を推進していく。 



Ｂ６ 本や地域，友達とのふれ

あいを通して人間関係を

深め，心の豊かな児童を

育成している。 

 
【数値指標】 

全体アンケートの「私は，読

み聞かせ・農園活動・校外学

習等地域の方とふれあうこと

は楽しい。」 

児童肯定的回答 80%以上 

・学校図書館の「学習・情報センター」

としての機能を活用することで，本と

のふれあいを促進していく。 

・ボランティア，担任，担任以外の教

師による読み聞かせを継続し，本とふ

れあう機会を設ける。 

・体験活動を通して地域の人々や自

然とふれあい，地域のよさを理解する

とともに，誇りある地域の一員として

の自覚を養えるようにしていく。 

・縦割り班活動や学校行事の内容を，

児童同士の関わりを大切にした取組

になるよう再検討し，思いやりの心や

協調性を育む。 

・地域協議会と連携して学習ボラン
ティアの活用を図り，教育活動をより
豊かなものにする。 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は 85.7%であり，目

標を達成することができた。 

【次年度の方針】 

・学校図書館の「学習・情報センター」

としての機能を活用することで，本との

ふれあいを促進していく。 

・ボランティア，担任，担任以外の教師

による読み聞かせを継続し，本とふれあ

う機会を設ける。 

・体験活動を通して地域の人々や自然

とふれあい，地域のよさを理解するとと

もに，誇りある地域の一員としての自覚

を養えるようにする。 

・学校運営協議会と連携して学習ボラ
ンティアの活用を図り，教育活動を豊か
なものにする。 

 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 今年度は，これまで制限していた教育活動を学校の実態に合わせて工夫・改善しながら再開し，昨年度より活動を充実さ

せることができた。学校マネジメント評価において，80％以上の肯定的回答を得た項目は，児童評価 19/20，保護者評価 13/17，
地域住民評価 10/10，教職員評価 25/25 と多く，全体として学校教育に関する満足度及び達成度は高い。この状況から，児

童は概ね落ち着いて生活し，学習への取組状況も良好であると言える。今後も，実態に即した指導・支援を継続していきた

い。 
 
・Ａ２「児童は，思いやりの心をもっている。」，Ａ３「児童は，目標に向かってあきらめずに，粘り強く取り組んでいる。」，

Ａ５「児童は，自分のよさや成長を実感し，協力して生活をよりよくしようとしている。」，Ａ９「児童は，『持続可能な社会』

について，関心をもっている。」の項目は，昨年に比べ児童や教職員の肯定的回答が上回った。 

・Ａ１２「教職員は，不登校を生まない学級経営を行っている。」については，児童・教職員・保護者の肯定的回答が昨年度

及び市の数値より上回った。今後も外部機関やスクールカウンセラー，Q-U 等を活用して児童理解に努めるとともに，保護

者と情報を共有し問題の早期発見・早期改善に努めたい。  
・Ａ１４「教職員は，分かる授業や児童にきめ細かな指導を行い，学力向上を図っている。」は，保護者の肯定的回答が昨年

度より 9.2 ポイント上回った。今後もよりよい授業を目指し研鑽していきたい。 

・Ａ１６「勤務時間を意識して，業務の効率化に取り組んでいる。」は教職員の肯定的回答が昨年度より 12.8 ポイント上回

り市の平均に近づいた。デジタル連絡ツールやミライムのワークフロー機能（デジタル起案）を活用しぺーパレスを図るな

ど，様々な取組の成果が出てきている。 

・Ａ１８「学校は，家庭・地域・企業等と連携・協力して，教育活動や学校経営の充実を図っている。」の項目は，児童・教

職員・保護者・地域の全てで数値指標が高い。今後もコロナ後の教育活動の見直しを図りながら，引き続き連携・協力して

活動の充実を図っていきたい。 
 
・課題としては，Ａ６「児童は，英語を使ってコミュニケーションしている。」の項目で，児童の肯定的回答が 79.5%で昨年

度の数値及び市の回答を下回った。デジタル教科書の活用やＡＬＴとのやり取りを積極的に取り入れ，できたことを認め，

褒めることで自信をもたせるなど，英語に対する苦手意識を改善していきたい。 
・Ａ８「デジタル機器の活用」については，児童，教職員の肯定的回答が市平均を下回った。今後は効果的な活用に向け更

に授業研究等に取り組んでいきたい。 
〇Ｂ１「児童は，時と場に応じたあいさつをしている。」の項目は，児童・保護者・地域で肯定的回答が昨年度を下回った。

あいさつの大切さについて適宜指導するだけでなく，小中一貫あいさつ運動や児童会でのあいさつ運動などを実施し，保護

者・地域と連携してあいさつの定着を図っていきたい。  
・Ｂ４「児童は，進んで運動する習慣を身に付けている。」においては，児童は 80％を上回ったものの教職員や保護者の肯

定的回答は昨年度を下回っている。今後は，パワーアップタイムなどを中心に主体的に運動する機会を作り，進んで運動す

る習慣の定着を図っていく。 

 
７ 学校関係者評価 

・コロナ禍の影響で教育環境も変化せざるを得ない状況の中，しっかりと対応していただきありがたい。 
・学校教育活動を工夫・改善し対応していることで，ほぼ全ての項目で目標が達成できたことは，日頃の地道な取組が評価

されたものと思われる。 
・あいさつ運動に関しては家庭の声掛けも大切である。保護者も参加できるあいさつ運動もあるとよいのではないか。 
・きまりは「ルール」なのでしっかり守る，マナーは「礼儀作法」なのでしっかり身に付けさせたい。これは家庭との連携

が必要である。 



・外国語教育に関しては，じっくりと長い目で見守るとともに，小中の連携をより一層強化して指導していく必要があると

感じる。教室に簡単な英語の本を置くなど，英語への敷居を低くする取組を工夫してみてはどうか。 
・自主学習の仕方が分かっていない児童が見られるので，具体例の提示，まとめ方，ノートの使い方等も含め指導をしてほ

しい。 
・いじめや不登校の指導に関しては，勤務時間を意識し業務の効率化を図るのは難しい。健康に留意し対応してほしい。 
・いじめに関して教職員の継続した指導・取組，研修が行われている。教職員と児童が一緒に関わって取り組むことは，他

人を思いやる心を育む機会となると思われる。 
・教職員が頑張りを認めてくれることで自己肯定感をもつことができると思うので，今後も続けてほしい。 
・地域や企業の方とふれあう活動が復活し，違う年代，様々な業種の方との関わり合いが生まれ，多くの学びがあると思わ

れる。継続を期待する。 
 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
多くの項目において市の肯定的回答と同等となったのは，コロナ前に取り組んでいた学校行事や学年での諸活動を工夫・

改善しながら再編に取り組んだことが評価されたのではないかと思われる。  

次年度については特に以下の点について取り組んでいきたい。 

○挨拶については，引き続き児童会や地域学校園でのあいさつ運動等の機会を活用するとともに，家庭との連携を図りなが

ら挨拶の啓発に努める。 

・デジタル機器や図書等の活用や英語を使ったコミュニケーションについては，ICT 機器や図書等の有効な活用方法につい

てさらに研鑽を深め情報活用能力の育成を図るとともに，ICT 支援員や図書館司書，ALT との連携をとりながら，主体的・対

話的で深い学びができるよう努めていく。 

・いじめ対策については，あらゆる教育活動を通して「いじめは絶対に許されないこと」を全職員が共通認識のもと継続し

て指導するとともに，アンケート，教育相談，いじめゼロ集会，SC の活用などにより，不登校の未然防止，早期発見・早期

対応，解決に努める。 

・本校の特色である「地域に開かれた地域とともにある学校」の一環として，高田沼や鬼怒川等の教育資源の有効活用や地

域に住む方々にご協力いただきながら，地域と学校が連携した教育活動に取り組んでいく。 

・学校 HP や各種たより（さくら連絡網で配信）の一層の充実を図り，学校行事だけでなく日々の教育活動についても積極的

に情報を発信していくことで，本校の教育目標や教育活動を家庭や地域に理解していただき，一層の連携・協力を推進した

い。 
 


